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富山県立大学 

安井直彦 

「光ラベルスイッチルータ及び関連機器開発」 

「光ラベルスイッチルータ及び関連機器の紹介」 

「平成14年度産学官連携イノベーション創出事業費補助金（大学等発ベンチャ創出支援制度）」による開発テーマ
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大学等発ベンチャ創出 
支援制度のスキーム 

3年以内目途に起業化 

起業家の紹介 
事業化に必要な企業の紹介 
事業化計画の作成 
市場調査 
知的財産権に関する指導及び助言 

特許権（権利化済みor出願中） 
実用新案権 
プログラム 
データベース



開発体制 

申請者（代表者） 
安井 直彦 

（富山県立大学） 

開発代表者 
安井 直彦 

（富山県立大学） 

分担開発者 
川波 麻世（修2） 

（富山県立大学） 

分担開発者 
森松達（修2） 

（富山県立大学） 

分担開発者 
水澤 純一 

（青山学院大学） 

LSR－Cソフト ソフトウェア全般 システム検討・ 
通信制御ソフト開発 

富山県立大学事務部 

NTTｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛｼﾞ㈱ 
マネジメント 

契約 

協力会社：NTTｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛｼﾞ㈱ 
精工技研、 
インテック、（NES） 
三菱電機(㈱ 

分担開発者 
松田弘成 

（富山県立大学） 

分担開発者 
中田崇行 

（富山県立大学） 

ハードウェア全般 端末ソフト 

設計・製造委託契約 
物品購入契約
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PSF ； 光スイッチファブリック 
LSR-C； LSR制御装置 
PCTL ； 端末制御装置 
TCB-E； 端末通信ボード 
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システム 
制御部 

カップラ 

PSF
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TCB-E 

音楽・映画等の 
コンテンツ 

ユーザ 

サーバ 
リアルタイム通信 

ユーザ 
光ルータ 

ルータ 

開発システム



開発期間短縮 MPLS環境オープンソフトAYAMEを前提 ソフトウェア仕様 16 

方式的制限は無い TCP／IP プロトコル 15 

AYAME使用に依る制約 LSR-C等：NetBSD、PC：当面NetBSD 使用ＯＳ 14 

ITUグリッド準拠 データ用：1.47μ～1.61μ（20nm間隔） 
制御用：1.3μ 

使用波長 13 

未実装 SDH専用線インタフェースを想定 外部インタフェース 12 

有り。 中継機能の有無 11 

最大１００Mbps １波長当たりの最大ビットレート 10 

リンク使用率は0.34 トラフィック特性に依存。最大４ 1カップラの波長当たり端末数 9 

最大３ 収容カップラ数 8 

ファイバ１対を使用（2本） 上り下り運用 7 

異波長による対制御（制御用は同一波長） 対制御の有無 6 

端末－ノード間、Max１０ｋｍ 加入者線距離 5 

８(データ用)、１(制御用） 波長数 4 

max 32端末／カップラx3＝96端末 収容端末数 3 

ＣＤＮ、映像伝送、多地点テレビ会議 提供サービス 2 

ＭＡＮ、企業内ネットワーク 適用領域 １ 

備考 仕様 方式パラメータ 

方式諸元



（１） 広帯域データ通信路（光波長パス）を、ユーザ間にオンデマ 
ンドに提供。低遅延。パケットロス無し。品質保証 

（２）光カプラの利用により同報／マルチキャストを簡明に実現。 

（３） IP網（パス制御情報を伝達）上に、光波長パス網がオーバレ 
イされた構成 光バースト信号とランダムなパケット信号を分 
離して送信可能（2元トラフィック利用を実現）。 

（４）１つの端末で同時に最大8波長使用可能。 

システムの特徴 システムの特徴



（１）リアルタイムストリーミング情報伝送 

・リアルタイム遠隔モニタ；遠隔医療、遠隔授業 

・一斉放送、ストリーミング映像、ハイファイ音楽提供 

（２）インターネットのグレードアップ 

・既存インターネットでのリアルタイム情報提供 

・高精細映像伝送との組み合わせ 

（３）多地点リアルタイム相互通信 

・ポストプロダクション 

・多地点テレビ会議サービス 

・多地点インタラクティブゲーム 

応用分野 応用分野



開発工程実績 

端末通信ボード 
（PCIカード、 

ドライバ） 

光LSR
（光スイッチ 

MUX/DEMUX 
プロセッサ） 

ソフトウェア 
(LSP設定処理 
MPLSスタック 

スイッチ制御処理） 

性能検査 
・改造 

アプリケーションソフト開発 

性能検査・改造 

納入・供給 

コーディング･ 
デバッグ 

H17:3 H15.3 H16.3 

設計・製造・試験 

サービスデモ 

製造・試験 

結合・総合試験 

追加製造 

納入・供給 

納入・供給 

性能検査等 仕様検討 

仕様検討・ 
設計 性能検査等 

仕様検討･ 
詳細設計 

H14.9 

トータル費用；約1.6億（３０％の間接費含む）


